
天
台
智
顕

に
お
け

る
三
惑

に

つ
い
て
 
(
青

木
)

天
台

智
顎

に
お
け

る
三
惑

に

つ
い
て

青

木

隆

天
台
智
顕
の
教
学
は
、
彼
以
前
に
存
在
し
た
仏
教
思
想
を
集
大
成
し

て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
つ
て
智
顕
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
先
師
達
、
或
い
は
同
時
代
の
諸
師
達
の
思
想
を

摂
取
し
た
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
天
台
教
義
形
成
の
過
程
が

問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
の
解
明
に
は
、
智
顎
の
思
想
と
古
三
論
、
地

論
宗
、
摂
論
宗
等

の
諸
師
達
の
思
想
と
の
比
較
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
同
問
題
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
四
土
説
形
成
に
際
し
て
地
論
宗

(1
)

の
思
想
が
大
き
く
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た
。
本
稿
で

は
同
じ
問
題
意
誠
に
立
ち
、
智
顕
の
煩
悩
論
の
形
成
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
但
し
煩
悩
論
全
体
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か

ら
、
論
点
を
三
惑
に
し
ぼ
る
こ
と
に
す
る
。

智
顎
の
煩
悩
論
は
晩
年
に
至
り
、
三
観
に
よ

っ
て
破
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
の
三
惑
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
三
惑
と
は
従
仮
入
空
観
に
よ
っ
て

破
せ
ら
れ
る
見
思

の
惑
、
従
空
入
仮
観
に
よ
つ
て
破
せ
ら
れ
る
塵
沙
無

(2
)

知
の
惑
、
中
道
第

一
義
観
に
よ

つ
て
破
せ
ら
れ
る
無
明
の
惑
で
あ
る
。

見
思
の
惑
と
は
具
さ
に
は
ア
ビ
ダ

ル
マ
が
説
く
九
十
八
使
で
あ
り
、
見

諦
道
及
び
思
惟
道
で
断
ぜ
ら
れ
る
惑

で
あ

る
。
見
諦
道
、
思
惟
道

は

『
阿
毘
曇
心
論
』
の
訳
語
で
あ
り
、

一
般
的
に
は
見
道
、
修
道
と
漢
訳

さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
や

『
阿
毘
曇
心
論
経
』
で

も
見
道
、
修
道
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
智
顕
が
特
に
見
思
の

語
を
用
い
る
背
景
に
は
、
羅
什
訳

『
大
智
度
論
』
も
ま
た
見
諦
道
、
思

(3
)

惟
道
の
訳
語
を
使

つ
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
よ
う
。
ま
た
見
思
の
惑

(4
)

は

『
勝
髭
経
』
一
乗
章
が
説
く
四
住
地
の
惑
と
同
義
と
さ
れ
る
。
無
明

も
ま
た
無
明
住
地
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、

こ
の
場
合
も

典
拠
は

『
勝
壼
経
』
で
あ
る
。
即

ち
智
顕

の
煩
悩
論

は
基
本
的

に
は

『
阿
毘
曇
心
論
』
と

『
勝
髭
経
』
に
依

つ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
塵
沙
無
知

の
惑

の
典
拠

で
あ

る
。
智
顕
の
言
説
の
中
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
い
る
も
の

は
見
い
出
し
得
な
い
。
仮
に
こ
れ
を
智
顎
の
独
創
と
し
て
も
、

で
は
そ

れ
は
ど
こ
か
ら
発
想
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

智
顕
の
前
期
の
著
作
で
は
、
塵
沙
は

『
六
妙
法
門
』
に

一
か
所
だ
け

見

い
出
さ
れ
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。
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二
乗
之
人
、
四
住
惑
除
、
名
レ得
二聖
果
輔
更
無
ニ別
法

菩
薩
大
士
、
破
ニ塵

(
5
)

沙
無
明
障
一尽
故
、
菩
提
理
顕
、
亦
不

異
修
幻

こ
こ
で
三
惑
は
三
観
と
は
無
関
係
に
説
か
れ
て
い
る
。
三
惑
が
三
観

に
関
連
し
て
説
か
れ
る
の
は
、
晩
年
期
の
著
作
を
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
、
三
惑
が
三
観
所
破
の
惑

と
し
て
設
定
さ

れ
る
以
前

に
、
こ
の
よ
う
に
単
独
で
見
い
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と

は
重
要

で
あ

る
。

つ
ま
り
三
惑
は
三
観
所
破
の
惑
と
し
て
、
形
式
的
に
三
つ
揃
え
ら

れ
た
と
い
う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

前
期
の
著
作
中
で
塵
沙
の
惑
が
見
い
出
せ
る
の
は
右
の

一
か
所
だ
け

で
あ
る
が
、
晩
年
の
三
大
部
や
維
摩
経
疏
に
至

つ
て
、
多
出
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
中
で
塵
沙
無
知
惑
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
詳
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
煩
悩
対
治
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
説

か
れ
て
い
る

『
摩
詞
止
観
』
中

の

「
破
法
偏
」
で
も
、
見
思
の
惑
と
無

明
の
惑
に

つ
い
て
は
詳
し
く
説
か
れ
な
が
ら
、
塵
沙
の
惑
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
わ
ず
か
に

「
摂
法
章
」
の
次
の

言
葉
が
参
考
に
な
る
。

若
析
体
二
乗
及
通
菩
薩
等
、
(中
略
)
 必
須
下
次
第
歴
劫
修
行
学
二恒
沙
仏
法

(
6
)

先
破
中塵
沙
加
塵
沙
錐
レ不
レ潤
レ生
、
能
障
二化
道
殉

こ
れ
よ
り
塵
沙
の
惑
は
菩
薩
の
化
他
行
の
障
碍
に
な
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知

ら
れ
る
。
ま
た
右
に
は
無
知
の
語
は
な
い
が
、
恒
沙
の
仏
法

を
学
ん
で
塵
沙
を
破
す
と
い
う
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
無
知
と
は
恒
沙
の

法
に
無
知

な
こ
と
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

智
顕
の
言
説
申
か
ら
は
、
右
以
上
の
説
明
は
見
い
出
し
難
い
。
そ
こ

(
7
)

で
三
大
部
の
諸
注
釈

や
、
『
論
義
二
百
題
』
中

の

「
塵
沙
証
拠
」
な

る

論
題
を
見
る
と
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
塵
沙
の
惑
は
恒
沙
の
惑
と
等
し
く
、

そ
れ
は

『
勝
髪
経
』
及

び

『
大
乗
起
信
論
』
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
智
顕
が
参
照
し
て
い
た
か
否
か
が
問
題
に
な
る

『
起

信
論
』
は

し
ば
ら
く
置

い
て
、
『
勝
蜜
経
』
に

は
確

か
に

「
恒
沙

に
等

し
き
数
の
上
煩
悩
」
が
、

四
住
及
び
無
明
と
共

に
出
て
く
る
。
よ
つ
て

三
惑
は

『
勝
髭
経
』
の
所
説
よ
り
抽
出
さ
れ
た

と
す
る
伝
統
説
ぱ
、

一

応
う
な
ず
け
る
面
も
あ
り
、
特
に
既
に
引
用
し
た

『
六
妙
法
門
』
の
文

な
ど
は
、
「
四
住
、
塵
沙
、
無
明
」
と
並

べ
て
い
る
点

で
、
そ

れ
を
裏

づ
け
る
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
何
故
に
、
語
義
的
に

は
数
多
い
と
い
う
意
味
し
か
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
塵
沙
、
或
い
は
恒
沙

の
惑
が
無
知
の
惑
と
言
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
『
勝
髪
経
』
の

所

説
か
ら
は
説
明
し
難
い
。

つ
ま
り

『
勝
壼
経
』
の
所
説
か
ら
直
ち
に
智

顕
の
三
惑
に
至
る
に
は
、
そ
の
間
に
あ
る
種
の
飛
躍
が
避
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
思
う
。

ま
た

一
方
、
無
知
に
つ
い
て
は
、
典
拠
と
し

て

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』

が
説
く
不
染
汚
無
知
を
あ
げ
る
説
が
あ
る
。
た

と
え
ば

『
望
月
辞
典
』

塵
沙
の
項

で
は
、
「
即
ち
俗
諦
の
事
智
を
障

へ
、
菩
薩

の
化
道
を

し
て

自
在
な
ら
ざ
ら
し
む
る
無
数
の
不
染
汚
無
知
を

云

ふ
。
」
と

言

う
。

こ

れ
も
や
は
り
三
大
部
の
諸
注
釈
等
の
説
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

智
顎
自
身
が
そ
の
著
作
中
で
不
染
汚
無
知
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と

天
台
智
顎

に
お
け
る
三
惑

に

つ
い
て
 
(
青

木
)
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天
台
智
頻
に
お
け
る
三
惑
に
つ
い
て
 (青

木
)

こ
ろ
が
な

い
以
上
、
塵
沙
無
知
と
不
染
汚
無
知
を
直
接
結
び

つ
け
る
こ

と
は
唐
突

の
観
が
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
の
間
隙
を
埋
め
る
か
の
如
く
に
、
次
の
よ
う
な
浄

影
寺
慧
遠

の
所
説
が
存
在
す
る
。
『
大
乗
義
章
』
巻

五
本

の
も

の
で
あ

る
。言
ニ五
住
一者
、
如
ニ勝
髭
経
説
殉
一
見
一
処
住
地
、
二
欲
愛
住
地
、
三
色
愛

住
地
、
四
有
愛
住
地
、
五
無
明
住
地
。
名
字
如
レ是
。
体
状
如
何
。
(中
略
)

三
界
無
明
、
名
二無
明
地
殉
無
明
之
中
義
、
復
有
レニ
。

一
者
染
汚
、
二
不
染

汚
。
迷
理
無
明
、
名
為
二染
汚

事
中
無
知
、
名
ニ不
染
汚
幻
。此
二
合
為
二無

(
8
)

明
住
地
殉

こ
こ
で
慧
遠
は

『
勝
髪
経
』
に
依

っ
て
五
住
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
無

明
住
地
に
関
し
て
は

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
が
説
く
染
汚
、
不
染
汚
の
二

種
無
知
の
説
を
導
入
し
て
説
を
為
し
て
い
る
。
ま
た
巻
六
で
は
次
の
よ

う
に
言
う
。

大
乗
法
中
、
無
明
有
レ
ニ
。
一
事
中
無
知
、
不
レ解
ニ世
法
幻
二
性
結
無
明
、

迷
ニ於
理
実
幻
於
レ中
有
レ三
。
謂
麓
中
細
。
麓
者
与
二彼
四
住
一相
応
。
如
二小

乗
説
幻
中
者
所
謂
恒
沙
無
明
。
細
者
所
謂
無
明
住
地
。
此
等
皆
是
無
明
使

也(9)
。

こ
こ
で
は
事
中
の
無
知
は
世
俗
諦
を
了
解
し
な
い
こ
と
と
な

つ
て
い

て
、
智
顎

が
言
う
俗
諦
を
明
ら
め
な
い
こ
と
か
ら
起

こ
る
塵
沙
無
知
と

共
通
す
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
四
住

と
相
応

す

る
無
明
、
恒
沙

の
無

明
、
無
明
住
地
の
三
種
の
無
明
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
事
中
の
無
知
と

恒
沙
の
無
明
は
別

の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
以
上
の

説
は
慧
遠
の
諸

々
の
経
疏

に
お

い
て
、
「
如
是
我
聞

一
時
仏
在
」
の
仏

の
字
を
釈
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
慧
遠

の
書

を
ひ
も
と
く
者
に
と
つ
て
必
ず
目
に
す
る
説
だ

と
言

つ
て
よ
い
。
よ
つ

て
そ
の
俊
世
の
学
者
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

た
と
え
ば
吉
蔵

は

『
勝
壼
宝
窟
』
巻

上
本
で
、

こ
の
慧
遠
の
説
を

そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い

(
10
)る
。
ま
た
元
暁
は

『
起
信
論
疏
』
巻
下
に
お
い
て
、
『
起
信
論
』
の
「
過

恒
沙
等
上
煩
悩
」
と

い
う
句
を
釈
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

言
二
過
恒
沙
等
上
煩
悩
一者
、
迷
二
諸
法
門
一事
中
無
知
。
此
是
所
知
障
所
摂

(
11
)也
。

さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
、
法
蔵
も

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
下
本
で
、

(12
)

ほ
ぼ
同
様
の
説
を
立
て
て
い
る
。
但
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

慧
遠
自
身

は

『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
巻
下
之
上

で
は
、
「
過
恒
沙
等
上

(13
)

煩
悩
者
枝
条
末
也
。
」
と
し
か
言

っ
て
お
ら
ず
、

恒
沙

の
煩
悩
を
無
知

と
す
る
元
暁
や
法
蔵

の
立
場
は
、
む
し
ろ
天
台

に
近
い
も
の
と
な
つ
て

い
る
点
で
あ
る
。

以
上
か
ら
私
が
考
え
る
の
は
、
智
顕
の
言
う
塵
沙
の
無
知
も
ま
た
、

慧
遠
の
事
中
の
無
知
を
直
接
的
、
或
い
は
間
接

的
に
受
け
て
説
か
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
慧
遠
の
説
と
智
顕

の

説
と
の
間
に
は
い
く

つ
か
の
相
違
点
が
あ
り
、

そ
の

一
つ
は
、
智
顕
の

言
う
塵
沙
無
知
の
惑
に
は
化
道
の
障
碍
と
し
て

の
性
格
が
付
与
さ
れ
て

お
り
、
「
入
仮
」
、
或
い
は

「
出
仮
」
の
思
想
に
濃
く
色
付
け
ら
れ
た
も
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の
と
し
て
、
天
台
の
特
徴
的
な

一
面
を
発
揮
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
塵
沙
無
知
惑
の
典
拠
を
求
め
る
場

合
は
、
直
ち
に

『
勝
髭
経
』
や

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
に
赴
く
の
で
は
な

く
、
慧
遠
の
所
説
を
介
在
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
般
に
経

論
に
そ
の
ま
ま
の
も
の
が
見
い
出
せ
ず
、
智
顕
自
身
も
詳
述
し
な
い
よ

う
な
用
語
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
語
は
当
時
、
地
論
宗
ま
た
は
摂
論
宗

等

で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
を
智
顕
が
採
用
し
、
独
自

の
概
念
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
が
往

々
に
し
て
あ
る
。
た
と

(
14
)

え
ば
四
種
縁
集
の
如

き
が
そ
れ

で
あ

り
、
智
顕

は

『
維
摩
経
文
疏
』

で
、
四
種
縁
集

な
る
概
念
を
用
い
て

『
維
摩
経
』
の
か
な
り
の
部
分
を

解
釈
し
て
い
る
が
、

そ
の
縁
集
説

は
実

は
地
論
宗

の
伝
統
説

で
あ

つ

た
。
ま
た
そ

の
中
で
智
顕
は
、
界
外
の
煩
悩
に
つ
い
て
は
地
論
や
摂
大

乗

の
方
が
詳

し
い
と
も
言
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
塵
沙
無
知
の
場
合
に
も

同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
智
顕
の
縁
集
説
の

受
容
を
見
て
み
る
と
、
智
顕
は
慧
遠
よ
り
俊
の
地
論
宗
南
道
派
に
属
す

る
何
者
か
の
著
作
、
或
い
は
所
説
を
使

つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

慧
遠
の
活
躍
し
て
い
た
時
代
と
智
顕
の
時
代
と
の
間
に
は
そ
う
長
い
隔

た
り
は
な
い
が
、

一
世
代

の
余
裕
は
あ
ろ
う
。
よ

つ
て
智
顕
は
慧
遠
の

著
作
に
直
接
的
に
は
依
ら
ず
と
も
、
慧
遠
の
弟
子
ぐ
ら
い
に
相
当
す
る

地
論
宗
の
人

々
と
交
流
が
あ
り
、

そ
の
所
説
を
知

つ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
問
題
に
し
た
塵
沙
無
知
惑
に
も
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
即
ち
恒
沙
の
惑
と
無
知
の
惑
を

一
つ

に

し

た

の

が
智

顎

自

身

で
あ

る
か

否

か

は
決

め

難

い

に

し

て
も
、

あ

る

程

度

地
論

宗

内

で
広

く

用

い
ら

れ

て

い
た

そ

れ

ら

の

用
語

を

援

用

し

て
、

智

顎

は
三

惑

を

形
成

し

た

の
で

あ

ろ

う
。

1
 
拙
稿

「
『
維
摩
経
文
疏
』
に

お
け
る
智
顕

の
四
土
説

に
つ
い
て
」
(
早
稲

田
大
学
大
学
院

『
文
学

研
究
科
紀
要
 

別
冊

第

一
一
集
』
、
昭
和

六
十
年

一
月
)
。

2

『
三
観
義
』
巻

上
、
続
蔵

二
-

四
-

二
、

三
八
左
下
。

3
 
大
正
二
五
、

二
二

一
上
。

4
 
大
正

一
二
、

二
二
〇
上
。

5
 
大
正
四
六
、

五
五

一
上
。

6
 
大

正
四
六
、
三
〇
上
。

7
 
証
真

『
法
華
玄
義
私
記
』
巻

三
末

(
『
天
台
大
師
全
集

法

華

玄

義

第

二
』
、
四
七

一
頁
以
下
)
 等
。

8
 
大
正

四
四
、

五
六

一
下
。

9
 
同
、

五
八
三
下
。

10
 
大
正
三
七
、

八
上
。

11
 
大
正
四
四
、

二

一
八
上
。

12
 
同
、

二
七
二
上
。

13
 

同
、

一
九

三
中
。

14
 

前
掲
拙
稿
参
照
。

(
早
稲
田
大
学

大
学

院
)

天
台
智
顕

に
お
け
る
三
惑

に

つ
い
て
 
(
青

木
)
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